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概要

本研究では，青年期にある女子高校生の性役割に対する考えを平等主義的性役割態度の概念で捉え，属性およびキャ

リアパターンとの関連を明らかにした．公立高等学校に在学する女子高校生799名に対し，属性に関する項目，就業継続意

志を示すキャリアパターン，平等主義的性役割態度からなるアンケート調査を実施した．その結果，学年では一年生より

も三年生の方が，所属科では普通科よりも専門科に所属している学生の方が性役割態度において平等主義的な傾向を示し

た．また，将来希望するキャリアパターンをもち，なおかつ仕事主導型を希望する学生は家事 ・育児主導型を希望する学

生よりも平等主義的性役割態度得点が高かった．この結果から学年の進級，専門学科への所属，希望するキャリアパター

ンが男女の性役割に対する意識に関連することを考慮した上で，将来に向けての自立への援助とアイデンティティの確立

への教育的関わりの必要性が示唆された．

1.緒 -
0
 

人間は男，あるいは女としての生まれたときから自

分の性に応じた行動，態度をとることを期待されてい

る．男性が男性性を，女性が女性性を身につけるのは

自然の成り行きであり，それも人間にとって生物学的

な現象とみなされがちである． しかし，それぞれの性

役割を獲得したり，確立させたりしていくことは，様々

な心理的・文化的・歴史的次元における様々な要因と
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結びついた，きわめて複雑な事象である 1)といえ，人生

のいくつもの発達段階や局面を経ながら，経験と学習

を通して，形成 ・確立されていくものである．

特に，女子青年期では，社会的に認められた大人と

して，それぞれの性に応じた社会的役割を理解し，学

ぶといった段階叫こおいて，自己が望む役割と社会から

女性に期待される役割の間に不一致を感じており，女

子青年にば性役割葛藤が存在する 3)といわれる．このこ

とは，近年での女性の就労の増加や就労範囲の拡大に

伴い，女性の社会的地位が変化してきており，男女の

役割における多様な価値観によって影響を受けている

といえよう．

性役割とは，それぞれの性にふさわしいとみなされ

る行動やパーソナリティに関する社会的期待・規範お

よびそれらに基づく行動である 4)．先行研究では， 1970

年代より性差および女性の性役割研究を中心に幅広い

分野での報告があり 5~7)，今なお，その概念の分類は統

ーされておらず，研究者によって異なっている．その
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中から，本研究においては，性役割に対する認識とし

て，性別役割分業に対する態度という点でどのような

傾向を持っているのかを示す性役割態度の概念を取り

上げ，従来から相関関係があるとされる属性および将

来の就労継続の意思を示すキャリアパターンとの関連

を検証することを目的とする．

2.研究方法

1)対象者

0県下の公立高等学校 1校を対象校として選定し，

高校生984名を調査対象とした．回収された計924名（回

収率93.9%）のうち，調査データに欠損値のあるもの

(162名），男子学生 (23名）を除く 799名（有効回答率

81.2%）を分析対象とした．

2)調査と時期

(1) 調 査 期 間

2003年11月28日～12月2日

(2) 調査方法

学校長の許可を得て，学校を通じて調査票を配布し，

対象者は調査票に記入後，調査票配布時に渡した封筒

に封をする留め置き法によって実施した．

(3) 倫理的配慮

対象者に対して，調査内容は無記名で統計的に扱い，

個人が限定されるものではないこと， また対象者のプ

ライバシーに関することのため，研究目的以外に使用

しないことを依頼文に記載し，協力を求めた．

(4) 質問紙の構成内容

質問は属性として，学年（年齢），性別，所属科，ア

ルバイト経験の有無と内容およびその理由を，就労継

続意思を示す将来希望するキャリアパターン，男女の

性役割に対する考えとして平等主義的性役割態度尺度

から構成されている．

① 将来希望するキャリアパターン

将来において，卒業後どの程度まで就労を継続しよ

うと考えているかについて，宇井ら 8)の作成した単一回

答形式で選択肢は， a)学校を卒業したら仕事に就き

たくない， b) 結婚するまで仕事をし，結婚後は仕事

を辞めて家庭で家事や育児をしたい， C)結婚しても

仕事を続けるが子どもが生まれたら仕事を辞めたい，

d) 子どもが生まれたら仕事を辞めるが子どもが大き

〈なったら再び仕事をしたい， e) 結婚しても子ども

が生まれても仕事を続けたいであった．

② 平等主義的性役割態度尺度

高校生の平等主義的性役割態度について測定するた

めに，鈴木9)の開発した一次元尺度である平等主義的性

役割態度スケール (theScale of the Egalitarian Sex 

Role Attitude : SESRA)の短縮版尺度（以降 SESRA

-sと略す）を用いた．ここでの平等主義は，「それぞ

れ個人として男女の平等を信じること」であり，性役

割態度は，「性役割に対して一貫して好意的もしくは非

好意的に反応する学習した傾向」とそれぞれ定義され

ており，鈴木叫こよって本尺度は性役割に対する平等意

識を問うものとして15項目から構成されている．「全く

その通りだと思う」から「全然そう思わない」までの

5件法で測定し，単純加算得点が高いはど性役割に対

して平等主義的であり，低いはど伝統主義的であるこ

とを表している．この尺度のクロンバック Q:'係数は，

鈴木”の研究報告では a=.91（男性 a=.89 ・女性

a=. 91) であった．

(5) 分析方法

分析は，統計学パッケージ SPSS11. 5 J for Windows 
を用いた．各変数間の相関分析には， Pearsonの関率

相関係数を用い，平均値の差の検定には 2群間で対応

のない t検定を， 3群間以上では一元配置の分散分析

を行った．

3.研究結果

1)調査対象の属性

分析対象に関する属性は，表 1に示す．全学年の平

均年齢は16.70歳 (SD.95)であり，所属科では専門科

に所属する者の割合が全体の42.7％であった．アルバ

イト経験の有無では，アルバイト経験のある者が全体

の25.2％であった．対象者の学年別内訳では，一年生

262名，二年生253名，三年生284名と学年毎にほぼ同数

表 1 分析対象の属性 (N=799) 

M SD 

平均年齢 16 7 0 95 

N （％） 

学年／一年生 262 (32.8) 

二年生 253 (31. 7) 

三年生 284 (35.5) 

所属科／普通科 457 (57.2) 

専門学科 342 (42 7) 

看護 144 (18. 0) 

家政 97 (12 1) 

福祉 101 (12 6) 

アルバイト経験あり 202 (25 2) 

なし 597 (74 8) 

注 M .平均， SD.標準偏差， N 人数
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であった．

2)調査対象の将来希望するキャリアパターン

分析対象の将来希望するキャリアパターンは， a) 学

校を卒業したら仕事に就きたくない11人(1.4%),b) 

結婚するまで仕事をし，結婚後は仕事を辞めて家庭で

家事や育児をしたい83人(10.4%), C)結婚しても仕

事を続けるが子どもが生まれたら仕事を辞めたい83人

(10.4%), d)子どもが生まれたら仕事を辞めるが子

どもが大きくなったら再び仕事をしたい319人(39.9%),

e)結婚しても子どもが生まれても仕事を続けたい303

人 (37.9%）であった．全対象者の77.8パーセントが

子どもを持ち，仕事をすることに肯定的な考えをもっ

ていることが示された．

3) SESRAの平均，標準偏差，信頼性係数

尺度は range15-75, M=58.15 (SD 7.30)，信頼

性係数 a は．62であり，使用した尺度は適当な内的整

合性を備えていると判断できる．

4) 平等主義的性役割態度と属性との関連

女子高校生の平等主義的性役割態度が属性とどのよ

うに関連しているかを検討するために，属性毎に

SESRA-S得点の平均値の差について t検定を行っ

た．その結果を表 2に示す．学年別では，一年生より

表 2 水準別属性毎の女子高校性の平等主義的性役割態度の平均値，

標準偏差およぴt検定結果 (N=799)

N M SD 

学年 一年生 262 7 45 
[ 57 74 

二年生
t =- 10 

253 57 s1 J t = -1 75+ 7 45 
t--163[ 

58 83 
三年生 284 6 99 

所屈科 普通科 457 57 75 7 16 

専門学科 342 58.68 7 47 

t = 1 79+ 

アルバイト あり 202 58 44 7 13 

なし 597 58.05 7.36 

t =.66 

注 M 平均， SD 標準偏差，N 人数， ＋p< 1 

も三年生の方が SESRA-S得点の高い傾向が示され

た (t (797) = 1. 76, P <. 1)．学科別では，専門学

科に所属している者の方が普通科に所属する者よりも

SESRA-S得点の高い傾向が示された (t (797)= 

1. 79, P <. 1)．アルバイト経験の有無では，有意差

は認めなかった．

5)平等主義的性役割態度とキ ャリアパターンとの関

連

女子高校生の平等主義的性役割態度が，将来希望す

るキャリアパターンとどのように関連しているのかを

検討するために，一元配置の分散分析を行った．その

結果，平均値の差を認めたため (F(4,792) =25.9, 

P <.01)，続いてキャリアパターン選択肢の「 a) 学

校を卒業したら仕事に就きたくない」に答えた者11名

(1. 3%）を除く ， b ～ eを選択した788名を bとC群

およびdとe群に二分し，それぞれを家事・育児主導

型， 仕事主導型と して分類し， t検定を行ったところ，

平均値の差を認めた (t= -6. 83, P <. 01)．その結

果を表 3に示す．

4.考 察

初めに，本研究における分析対象に関する属性につ

いて考察すると，性別では全生徒数に占める女子割合

が96.6%と非常に高く，学科別に見ても専門科に所属

する割合が42.7％であり，全国平均で見た高等学校本

科における学科別生徒割合27.0% lO)をはるかに超えてい

る．このことは対象校が看護科，家政科，福祉科とい

った 4専門学科を設置していることを反映しているも

のと考える．よ って，本研究における分析対象は，全

国平均よりも，専門学科における特色が強いといえる．

1)属性と平等主義的性役割態度との関連

最初に，属性それぞれと平等主義的性役割態度との

関連において考察する．今回の調査で得られた t検定

の結果，一年生よりも三年生の方が性役割態度におい

て平等主義的な傾向であることが示された．つまり，

表 3 キャリアパターンを分類した女子高校生の平等主義的性役割態度尺度の平均値，標準偏差および t検定結果 (N=799)

項目内容

a.学校に卒業したら仕事につきたくない

b.結婚するまで仕事をし，結婚後は仕事を辞めて，家庭で家事や育児をしたい

c.結婚しても仕事を続けるが，子ど もが生まれたら仕事を辞めたい

d.子どもが生まれたら仕事を辞めるか，子どもが大きくなったら再び仕事をしたい

e.結婚しても，子供が生まれても，仕事を続けたい

注 M :平均， SD:標準偏差， N :人数，＊＊P<.01 

N 分類

11 

883 3 }家事・育児主埒型

319} 
303 

仕事主導型

M SD 

54.80 7 12 

59.04 7.08 

t =-6.83** 
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学年が上がることで学習レベルが高くなることに加え，

社会からの様々な刺激を受けることで，社会への関心

の高まりと自らの進路希望が現実化してくることによ

って， 自己実現の過程として男女平等意識が強まって

くることが考えられる．学年が上がるに連れ，女子青

年は平等的性役割態度を有するようになるということ

については多くの報告が見られる 8,11).

学科別では，専門学科に所属するものの方が普通科

に所属する者よりも性役割態度において平等主義的で

あることが示された．このことは，専門学科での学習

が普通科での学習に比べ， より専門的であるといえ，

将来の職業としてのイメージが早期に形成されること

が考えられる．また，同じ目的意識をもつクラスの友

人や周囲からの社会的雰囲気によっても相乗的な影響

を受けているといえるだろう．それは，就労意欲にも

繋がり，女性としての伝統的性役割観にとらわれない

生き方や，男女が平等に社会進出すべきだという社会

的活躍規範をもつことになると考えられる．就労意欲

が高い高校生は，平等的性役割態度を有することは中

野区・婦人担当問題においても報告されている 12).

2) キャリアパターンと平等主義的性役割態度との関

連

次に，将来の自分自身について，女性としてライフ

サイクルのどの程度まで仕事を継続しようと考えてい

るかどうかということと平等主義的性役割態度との関

連において考察する．今回の調査で得られた集計結果

では， 77.8％の者が子どもをもち，仕事をすることに

肯定的であり，このことは，母親世代の女性の労働力

率の高さ 13)を見ても，働く母親のもとで育った可能性が

高く，その姿をあたりまえとして捉えているといえる．

つまり，女性の先輩としての母親の姿を無意識のうち

に価値づけており， 自らのキャリアパターンにおいて

も同様に選択していることが考えられる．

分析の結果，キャリアパターンと平等主義的性役割

態度との関係が明らかになり，将来を仕事主導型で考

えている者は，家事・育児主導型で考えている者より

も，性役割態度において平等主義的であることが示さ

れた．つまり，将来，結婚・出産にかかわらず仕事を

続けようと考えている女子高校生は，男女の平等的な

性役割態度に対して肯定的であるといえる．すなわち，

働き続けたいと考える女子高校生は，働くことだけで

なく家事・育児においても役割分業意識が強いことが

考えられる．結婚しても出産しても仕事を続ける意識

をもつ女性は，平等志向性のレベルか高いという報告12)

においても支持されている．一方では，女子高校生の

平等主義的性役割態度は，家事の分担や自分自身の自

立などの自已に関連する範囲内に限定されている 8)とい

う報告もあり，平等に関する意識はこの範囲内で成立

していると捉えることもできる．

今回の対象は，青年期中期にある女子高校生であり，

青年前期からこの時期にかけてが，最も異性への関心

が高まり，男女の差異に敏感になるため，性にかかわ

る認知的枠組みが活性化される時期といえる 14)．また，

身体発達においてもピークを迎え，ある程度自己が確

立して周囲の環境を客観的に見ることができるように

なるといえ，女子高校生達が［生役割に対するアイデン

ティティを確立していけるためには， 自己の範囲を超

え，社会での女性全体の問題として視野を拡げていけ

るような教育的かかわりが求められよう．

5.本研究における限界と今後の課題

本研究における課題として，以下に述べる．

第一に，調査対象校が一高校に限定しており， また

女子在籍比率が高いことから，専門学科設置校として

の特色が強かったと思われることである．今後は，対

象校を一般の男女共学の観点からも増やすことと，女

子学生だけでなく男子学生のおかれた属性や就業意識

との比較関連を検討していく必要がある．

第二に，本研究では青年期女子を高校生のみに限定

したが，発達変化過程を捉えようとする観点からは，

青年期全般を視野に入れた中学生，大学生を対象とし

た各時期との比較や縦断研究が必要である．

6.結 論

l)女子高校生の性役割態度において，学年別では一

年生よりも三年生の方が，所属科では専門学科に所

属していることが普通科に所属することよりも平等

的な傾向が認められた．

2)女子高校生の平等的な性役割態度は，将来，希望

するキャリアパターンに関連しており，家事や育児

を主導的に考えるよりも，仕事を主導的に考えるこ

とと関係していた．
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